
















































係にあることから、ガッガル川の氾濫原は、現在の年間平均流量である 20 億 m3 の状態で十分
形成されうると考えられる。DEM による氾濫原の地形分析と現在の河川流量データから、現
在のガッガル川の氾濫原は現在と同程度の河川流量によって形成されつつある現成の地形であ
り、決して過去の大水量時代に形成された化石地形ではないと判断される。
　もしガッガル川がインダス文明当時，ヤムナー川やサトレジ川と直接接続する大河だったと
すると、現在氾濫原の際まで分布する砂丘群は、川の氾濫によって容易に侵食されるため，当
時は存在しえないと考えるのが妥当であり、砂丘の形成は河川が現在のような季節性河川の状
況になった後と推定される。砂丘砂の OSL 年代測定により，砂丘が形成された年代が明らか
になれば，インダス文明成熟期に既に砂丘があったのか，それともインダス文明衰退期以降に
河道の縮小とともに砂丘が発達したのか，さらに河川環境とインダス文明盛衰の因果関係に関
して議論を前進させることができる（図 1）。
図 1　ガッガル川流域砂丘のOSL 年代測定値
